
二
○
一
一

平
成
二
三

年
度

研
究
所
報
告

一

組

織

所

長

藤
嶽

明
信

主

事

釆

晃

委

員

門
脇

健
（
文
学
部
長
）

長
谷
岡
英
信
（
事
務
局
長
）

織
田

顕
祐
（
大
学
院
文
学
研
究
科
長
）

徳
岡

博
巳
（
短
期
大
学
部
長
）

古
川

哲
史
（
学
生
部
長
）

松
川

節
（
入
学
セ
ン
タ
ー
長
）

藤
嶽

明
信
（
真
宗
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
長
）

乾

源
俊
（
教
授
・
中
国
文
学
）

李

青
（
教
授
・
中
国
現
代
文
学
・
中
国
語
）

木
越

康
（
准
教
授
・
真
宗
学
）

山
本

和
彦
（
准
教
授
・
仏
教
学
）

二

研
究
組
織

〔
特
別
指
定
研
究
〕

建
学
の
精
神

教
育
推
進
研
究

研

究

課

題

大
谷
大
学
建
学
の
精
神
の
具
現
化

研

究

員

草
野

顕
之
（
研
究
代
表
者
・
学
長
・
教
授
・
日
本
仏

教
史
学
）

木
越

康
（
チ
ー
フ
・
准
教
授
・
真
宗
学
）

望
月

謙
二
（
教
授
・
国
語
科
教
育
学
）

渡
辺

啓
真
（
教
授
・
倫
理
学
）

福
島

栄
寿
（
准
教
授
・
日
本
史
学
）

箕
浦

暁
雄
（
准
教
授
・
仏
教
学
）

冨
岡

量
秀
（
講
師
・
真
宗
学
・
幼
児
教
育
学
）

西
本

祐

（
講
師
・
真
宗
学
）

研
究
補
助
員

拝
原

祥
子
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

〔
指
定
研
究
〕

国
際
仏
教
研
究

研

究

課

題

諸
外
国
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
動
向
の
把
握
と
資
料
の

整
理
・
収
集
・
公
開

研

究

員

ロ
バ
ー
ト

Ｆ
・
ロ
ー
ズ
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
仏
教

学
）

井
上

尚
実
（
准
教
授
・
真
宗
学
）

藤
枝

真
（
准
教
授
・
哲
学
・
宗
教
学
）

松
浦

典
弘
（
准
教
授
・
東
洋
史
学
）

嘱
託
研
究
員

M
ich
a
el P

y
e

（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
名
誉
教
授
）

M
a
rk L

.
B
lu
m

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
教
授
）

P
a
u
l W

a
tt

（
デ
ポ
ー
大
学
教
授
）

羽
田

信
生
（
毎
田
周
一
セ
ン
タ
ー
所
長
）

M
ich
a
el J.C

o
n
w
a
y

（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
補
助
員

斎
藤

覚
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）



王

奕
明
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

西
蔵
文
献
研
究

研

究

課

題

チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
及
び
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化

研

究

員

兵
藤

一
夫
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
仏
教
学
）

福
田

洋
一
（
教
授
・
仏
教
学
）

山
本

和
彦
（
准
教
授
・
仏
教
学
）

嘱
託
研
究
員

白
館

戒
雲
（
本
学
名
誉
教
授
・
特
別
研
究
員
）

清
水

洋
平
（
本
学
、
名
古
屋
大
学
非
常
勤
講
師
・
特

別
研
究
員
）

宮
本

浩
尊
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
補
助
員

渡
邊

温
子
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

永
藁

知
也
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

真
宗
同
朋
会
運
動
研
究
（
和
田
稠
氏
の
寄
付
金
に
よ
る
特
別
研
究
）

研

究

課

題

真
宗
同
朋
会
運
動
の
歴
史
と
現
状
を

聞
き
書
き

を

通
し
て
把
握
し
、
そ
の
現
代
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

研

究

員

水
島

見
一
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
真
宗
学
）

佐
賀
枝
夏
文
（
教
授
・
社
会
福
祉
学
）

冨
岡

量
秀
（
講
師
・
真
宗
学
・
幼
児
教
育
学
）

研
究
補
助
員

佐
々
木
秀
英
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

安
居

宏
淳
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

〔
資
料
室
〕

大
谷
大
学
史
資
料
室

整

理

課

題

大
学
史
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理

資

料

室

長

釆

晃
（
研
究
所
主
事
・
准
教
授
・
仏
教
学
）

嘱
託
研
究
員

戸
次

顕
彰
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
補
助
員

稲
葉

維
摩
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

東
本
願
寺
海
外
布
教
資
料
室

整

理

課

題

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵

東
本
願
寺
旧
蔵
資
料

海
外

布
教
関
係
部
分
の
整
理

資

料

室

長

桂
華

淳
祥
（
教
授
・
東
洋
史
学
）

研
究
補
助
員

濱
野

亮
介
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

親
鸞
関
係
文
献
目
録
資
料
室

整

理

課

題

親
鸞
関
係
文
献
の
デ
ー
タ
の
整
理
と
公
開
の
研
究

資

料

室

長

山
野

俊
郎
（
教
授
・
仏
教
学
）

研

究

員

山
田

恵
文
（
講
師
・
真
宗
学
）

研
究
補
助
員

大

啓
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
室

整

理

課

題

大
谷
大
学
所
蔵
貴
重
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

の
構
築

資

料

室

長

釆

晃
（
研
究
所
主
事
・
准
教
授
・
仏
教
学
）
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〔
一
般
研
究
／
共
同
研
究
〕

研

究

課

題

元
朝
期
か
ら
明
朝
初
期
の
言
語
接
触
に
関
す
る
文
献
学

的
研
究

研

究

員

渡
部

洋
（
研
究
代
表
者
・
准
教
授
・
中
国
語
・
近

世
の
中
国
語
文
法
）

松
川

節
（
教
授
・
東
洋
史
学
・
人
文
情
報
学
）

協
同
研
究
員

小
野

浩
（
京
都
橘
大
学
教
授
）

古
松

崇
志
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
）

石
野

一
晴
（
千
里
金
蘭
大
学
非
常
勤
講
師
）

毛
利

英
介
（
神
戸
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
協
力
員

伴

真
一
朗
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

研

究

課

題

日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
初
期
受
容
｜
清
沢
満
之
の

東
京
大
学
時
代
未
公
開
ノ
ー
ト
の
調
査
・
分
析
｜

研

究

員

池
上

哲
司
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
倫
理
学
）

加
来

雄
之
（
教
授
・
真
宗
学
）

門
脇

健
（
教
授
・
宗
教
学
）

朴

一
功
（
教
授
・
西
洋
古
代
哲
学
）

村
山

保
史
（
准
教
授
・
西
洋
哲
学
）

協
同
研
究
員

藤
田

正
勝
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

竹
花

洋
佑
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

西
尾

浩
二
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
協
力
員

竹
中
正
太
郎
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

研

究

課

題

世
界
遺
産
エ
ル
デ
ニ
ゾ
ー
僧
院
に
関
す
る
総
合
的
研
究

｜
過
去
の
復
元
か
ら
未
来
へ
の
保
存
へ
｜

研

究

員

松
川

節
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
東
洋
史
学
・
人

文
情
報
学
）

三
宅
伸
一
郎
（
講
師
・
チ
ベ
ッ
ト
学
）

研

究

課

題

然
の
禅
体
験
と
詩
作

研

究

員

乾

源
俊
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
中
国
文
学
）

佐
藤

義
寛
（
教
授
・
中
国
文
学
）

協
同
研
究
員

浅
見

洋
二
（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

川
合

康
三
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

齋
藤

茂
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
教
授
）

愛
甲

弘
志
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

谷
口

匡
（
京
都
教
育
大
学
教
授
）

緑
川

英
樹
（
京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
）

湯
浅

陽
子
（
三
重
大
学
准
教
授
）

大
角

紘
一
（
任
期
制
助
教
）

永
田

知
之
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
）

研
究
協
力
員

谷
口

高
志
（
大
阪
大
学
大
学
院
助
教
）

研

究

課

題

道
宣
著
作
の
研
究

研

究

員

大
内

文
雄
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
東
洋
史
学
）

松
浦

典
弘
（
准
教
授
・
東
洋
史
学
）

協
同
研
究
員

藤
井

政
彦
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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戸
次

顕
彰
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
協
力
員

松
岡

智
美
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

河
邊

啓
法
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）

研

究

課

題

小
学
校
の
教
育
実
践
に
み
ら
れ
る
子
ど
も
の
変
容
の
分

析
と

察

研

究

員

山

芳
治
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
社
会
科
教
育
学
）

岩
渕

信
明
（
教
授
・
教
育
学

社
会
科
教
育
）

望
月

謙
二
（
教
授
・
国
語
科
教
育
学
）

関
口

敏
美
（
教
授
・
教
育
学
・
教
育
史
）

市
川

郁
子
（
講
師
・
教
育
学

音
楽
科
教
育
）

協
同
研
究
員

大
野

僚
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

研

究

課

題

教
行
信
証

の
思
想
研
究
｜
近
代
教
学
の
成
果
を
踏
ま

え
て
｜

研

究

員

延
塚

知
道
（
研
究
代
表
者
・
教
授
・
真
宗
学
）

山
田

恵
文
（
講
師
・
真
宗
学
）

〔
一
般
研
究
／
個
人
研
究
〕

研

究

課

題

日
本
で
発
見
さ
れ
た
オ
リ
ヤ
ー
語

マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ

津
島
貝
葉

の
校
訂
テ
キ
ス
ト
作
成

研

究

員

ダ
シ
ュ

シ
ョ
バ

ラ
ニ
（
講
師
・
仏
教
学
）

研

究

課

題

天
皇
家
の
商
品
化
過
程
に
か
ん
す
る
歴
史
社
会
学
的
研
究

研

究

員

右
田

裕
規
（
任
期
制
助
教
・
特
別
研
究
員
）

研

究

課

題

国
会
図
書
館
所
蔵

朝
鮮
筆
記

の
研
究
｜
か
な
書
き

朝
鮮
語
に
着
目
し
て

研

究

員

許

秀
美
（
任
期
制
助
教
・
特
別
研
究
員
）

研

究

課

題

プ
ラ
ト
ン
の
中
期
イ
デ
ア
論
の
生
成

研

究

員

西
尾

浩
二
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

研

究

課

題

本
地
物
語
の
研
究
｜
菩
薩
行
と
誓
願
を
視
座
と
し
て
｜

研

究

員

箕
浦

尚
美
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

研

究

課

題

変
動
期
の
社
会
に
お
け
る
法
秩
序
の
再
構
築
｜
南
ア
フ

リ
カ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
比
較
社
会
学
的
研
究

研

究

員

阿
部

利
洋
（
准
教
授
・
社
会
学
）

研

究

課

題

民
族
文
化
祭
の
比
較
研
究

研

究

員

飯
田

剛
史
（
教
授
・
社
会
学
）

研

究

課

題

世
界
史
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
｜
国
際
共
同

研
究
の
た
め
の
基
盤
形
成
｜

研

究

員

古
川

哲
史
（
准
教
授
・
歴
史
学
╱
比
較
文
化
・
社
会

論
）
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研

究

課

題

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
論
理
学
の
研
究

研

究

員

白
館

戒
雲
（
本
学
名
誉
教
授
・
特
別
研
究
員
）

研

究

課

題

高
次
脳
機
能
障
害
者
と
そ
の
家
族
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に

よ
る
自
己
と
関
係
の
変
容
に
関
す
る
発
達
的
研
究

研

究

員

脇
中

洋
（
教
授
・
発
達
心
理
学
・
法
心
理
学
）

研

究

課

題

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
晩
年
の
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ

テ
ィ
言
説
と
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
人
種
表
象

研

究

員

朴

英
（
本
学
非
常
勤
講
師
・
特
別
研
究
員
）

研

究

課

題

貧
困
に
対
す
る
活
動
と
社
会
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
社
会

学
的
研
究
｜
シ
カ
ゴ
学
派
か
ら
の
展
開
と
実
践

研

究

員

西
川

知
亨
（
任
期
制
講
師
・
社
会
学
）

研

究

課

題

タ
イ
国
中
部
地
域
の
王
室
寺
院
が
所
蔵
す
る
東
南
ア
ジ

ア
撰
述
仏
教
説
話
写
本
の
研
究

研

究

員

清
水

洋
平
（
本
学
、
名
古
屋
大
学
非
常
勤
講
師
・
特

別
研
究
員
）

研

究

課

題

ツ
ォ
ン
カ
パ
中
観
思
想
の
基
礎
的
研
究

研

究

員

福
田

洋
一
（
教
授
・
仏
教
学
）

研

究

課

題

ア
メ
リ
カ
の
公
共
図
書
館
に
お
け
る
専
門
職
制
度
の
総

合
的
研
究：

専
門
職
と
非
専
門
職
の
枠
組
み

研

究

員

山
本

貴
子
（
准
教
授
・
図
書
館
情
報
学
）

研

究

課

題

多
感
覚
表
象
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
進
化
・
発
達
的
分
析

研

究

員

高
橋

真
（
任
期
制
講
師
・
比
較
認
知
科
学
）

三

指
定
研
究
の
動
向

建
学
の
精
神

教
育
推
進
研
究

【
研
究
目
的
】

本
研
究
は
、

建
学
の
精
神

の
具
現
化
を
課
題
と
し
、
こ
れ
に
つ
い

て
具
体
的
に
は
以
下
の
三
つ
の
視
点
か
ら
研
究
を
推
進
す
る
も
の
で
あ

る
。

①

建
学
の
精
神

の
現
代
的
表
現
化

②

人
間
学
Ⅰ

の
共
通
資
料
集
の
作
成

③

建
学
の
精
神

を
活
か
し
た
学
科
教
育
の
在
り
方

こ
こ
に
言
う

建
学
の
精
神

と
は
、
直
接
に
は
大
谷
大
学
初
代
学

長
清
沢
満
之
に
よ
る

開
校
の
辞

（
明
治
三
四
年
、
移
転
開
講
式
）

と
、
第
三
代
学
長
佐
々
木
月
樵
に
よ
る

大
谷
大
学
樹
立
の
精
神

（
大

正
一
四
年
、
入
学
者
宣
誓
式
訓
辞
）
を
指
す
。

研
究
の
視
点
①
で
は
、
本
学
が
今
日
ま
で
教
育
の
根
幹
に
据
え
て
き

た
両
学
長
の
訓
辞
の
意
義
を
再
確
認
し
、
こ
れ
を
現
代
的
形
で
表
現
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。
両
訓
辞
は
、
そ
れ
ぞ
れ

私
立
学
校
令
（
明

治
三
二
年
公
布
）

と

大
学
令
（
大
正
七
年
公
布
）

に
お
け
る
宗
教
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教
育
に
対
す
る
厳
し
い
制
約
の
も
と
で
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
当
時
の
歴
史
的
状
況
を
加
味
し
た
う
え
で
両
訓

辞
の
持
つ
意
義
を
再
検
証
し
、
そ
の
精
神
が
持
つ
現
代
的
意
義
の
確
認

と
表
現
を
含
め
た
具
現
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

視
点
②
で
は
、
本
学
の

建
学
の
精
神

に
基
づ
く
教
育
を
最
も
体

現
す
る
科
目
で
あ
る

人
間
学
Ⅰ
（
文
学
部
）

あ
る
い
は

仏
教
と
人

間
Ⅰ
（
短
期
大
学
部
）
に
関
し
て
、
教
育
の
基
礎
と
な
る
共
通
資
料
の

作
成
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。
現
在
同
科
目
は
、
主
に
真
宗
学
ま
た

は
仏
教
学
を
専
門
と
す
る
専
任
の
教
員
に
よ
っ
て
、
仏
教
と
現
代
（
短

期
大
学
部
で
は

仏
教
と
人
間

の
科
目
名
）
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
の

も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
授
業
内
容
や
到
達
目
標
な
ど
に
関

し
て
は
統
一
が
と
れ
て
お
ら
ず
、
大
学
共
通
科
目
と
し
て
の
教
育
の
質

は
、
担
当
教
員
の
工
夫
と
裁
量
に
依
存
し
た
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

人
間
学
Ⅰ

教
育
の
歴
史
を
十
分
に
踏
ま
え

た
う
え
で
、
い
か
に
し
て

建
学
の
精
神

を
体
現
す
る
科
目
と
し
て
、

教
育
内
容
を
共
通
化
で
き
る
か
を
、
共
通
資
料
の
作
成
を
通
し
て
具
体

的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

視
点
③
で
は
、
以
上
の
①
お
よ
び
②
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
大
谷
大

学
の
建
学
の
精
神
と
各
学
科
に
お
け
る
教
育
と
の
連
関
に
つ
い
て
検
討

作
業
を
行
う
こ
と
を
目
指
す
。
現
在
本
学
で
は
、
文
学
部
九
学
科
、
短

期
大
学
部
二
学
科
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
理
念
を
掲
げ
た
教

育
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
学
科
ご
と
の
ポ
リ
シ
ー
の
明
確
化

が
進
む
中
で
、
い
か
に
し
て

建
学
の
精
神

と
の
関
連
を
保
ち
つ
つ

専
門
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
十
分
な
検
討
が
必
要
と
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
各
学
科
の
教
育
理
念
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
建
学

の
精
神
を
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
検
討

を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

【
活
動
報
告
】

本
年
度
は
、
三
月
二
三
日
開
催
の
研
究
会
を
含
め
、
全
体
で
の
研
究

会
が
九
回（
公
開
四
回
）、
調
査
の
た
め
の
出
張
が
一
回
、
そ
の
他
適
宜

事
務
連
絡
会
議
を
行
っ
た
。
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回
研
究
会

◇
二
〇
一
一
年
五
月
一
〇
日
（
火
）
午
後
四
時
三
〇
分
〜
五
時
五
〇
分

場
所：

博
綜
館
三
階

三
〇
三
教
室

議
題：

①
建
学
の
精
神
の
具
現
化
に
つ
い
て

②
研
究
員
・
補
助
員
の
顔
合
わ
せ

③
二
〇
一
一
年
度
前
期
、
全
体
会
議
の
日
程
調
整

備

：

研
究
代
表
者
に
よ
る
研
究
班
の
課
題
説
明

第
二
回
研
究
会

◇
二
〇
一
一
年
六
月
九
日
（
木
）
午
後
四
時
二
〇
分
〜
五
時
五
〇
分

場
所：

博
綜
館
五
階

第
五
会
議
室

議
題：

清
沢
満
之
・
佐
々
木
月
樵
の
言
葉
が

建
学
の
精
神

に
定

め
ら
れ
た
背
景

形
式：

公
開
研
究
会

講
師：

一
楽
真
氏
（
大
谷
大
学
教
授
）

第
三
回
研
究
会

◇
二
〇
一
一
年
七
月
七
日
（
木
）
午
後
四
時
二
〇
分
〜
五
時
五
〇
分
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場
所：

響
流
館
四
階

真
宗
総
合
研
究
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

議
題：

建
学
の
精
神

具
現
化
に
関
す
る
討
議

第
四
回
研
究
会

◇
二
〇
一
一
年
七
月
二
八
日
（
木
）
午
後
四
時
二
〇
分
〜
五
時
五
〇
分

場
所：
響
流
館
四
階

真
宗
総
合
研
究
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

議
題：

建
学
の
精
神

具
現
化
に
関
す
る
討
議

第
五
回
研
究
会

◇
二
〇
一
一
年
九
月
二
二
日
（
木
）
午
後
四
時
二
〇
分
〜
五
時
五
〇
分

場
所：

響
流
館
四
階

真
宗
総
合
研
究
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

議
題：

建
学
の
精
神

具
現
化
に
関
す
る
討
議

第
六
回
研
究
会

◇
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
日
（
水
）
午
後
四
時
三
〇
分
〜
七
時

①
公
開
研
究
会

場
所：

響
流
館
三
階

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

講
師：

磯
前
順
一
氏
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

准
教
授
）

テ
ー
マ：

明
治
期
に
お
け
る

宗
教

と
い
う
言
葉
の
位
相

②
討
論
会

場
所：

響
流
館
四
階

真
宗
総
合
研
究
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容：

公
開
研
究
会
を
踏
ま
え
て
、
磯
前
氏
と
研
究
員
と
の
討
論
会

第
七
回
研
究
会

◇
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
日
（
木
）
午
後
四
時
二
〇
分
〜
五
時
五
〇
分

場
所：

響
流
館
四
階

真
宗
総
合
研
究
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

形
式：

公
開
研
究
会

テ
ー
マ：

宗
教
教
育
推
進
研
究
に
関
す
る
基
調
報
告

講
師：

関
口
敏
美
氏
（
大
谷
大
学
教
授
）

第
八
回
研
究
会

◇
二
〇
一
二
年
二
月
一
四
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時
三
〇
分

場
所：

響
流
館
四
階

真
宗
総
合
研
究
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

議
題：

本
年
度
総
括

第
九
回
研
究
会

◇
二
〇
一
二
年
三
月
二
三
日
（
金
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分
〜
一
二
時

場
所：

響
流
館
四
階

真
宗
総
合
研
究
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

テ
ー
マ：

仏
教
と
教
育
の
関
係
性
に
関
す
る
哲
学
的
・
臨
床
的
研
究

｜

心
の
教
育

の
所
在
を
探
る
｜

研
究
成
果
報
告

講
師：

山
内
清
郎
氏
（
大
谷
大
学
准
教
授
）

出
張
調
査

◇
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
六
〜
一
七
日
（
水
〜
木
）

調
査
員：

研
究
員

木
越
康
・
西
本
祐

調
査
先：

西
願
寺
（
広
島
県
）

目
的：

建
学
の
精
神

の
変
遷
に
つ
い
て
、
寺
川
俊
昭
氏
に
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
、
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

【
本
年
度
の
経
過
報
告
と
今
度
の
課
題
】

建
学
の
精
神

教
育
推
進
研
究
は
、
本
年
度
、
研
究
の
視
点
①
を

先
行
し
て
研
究
活
動
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
以
下
の
三

つ
の
内
容
が
、
研
究
課
題
と
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

１

近
代
化
過
程
に
お
け
る

宗
教
学
校

・

宗
教
教
育

の
位
置

に
関
す
る
研
究

◎
清
沢
満
之
の

宗
教
学
校

と
い
う
言
葉
の
意
味
に
関
す
る
研
究
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↓
磯
前
順
一
氏
に
よ
る
講
演
（
第
六
回
研
究
会
）

・
専
門
学
校
令
に
お
い
て
文
科
省
が
、
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
を
統

制
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
仏
教
系
大
学
は
そ
の

統
制
外
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

◎
近
代
化
過
程
に
お
け
る

宗
教
教
育

を
め
ぐ
る
問
題
点
の
整
理

①
専
門
学
校
令
と
大
学
令
に
お
け
る
文
科
省
の
意
図
に
つ
い
て
の

さ
ら
な
る
研
究

・
大
学
令
に
お
い
て
文
科
省
は
、
宗
門
系
大
学
へ
の
指
導
と
し
て

社
会
福
祉
系
、
も
し
く
は
文
学
部
系
（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
）
に

位
置
付
け
る
よ
う
指
導
が
あ
っ
た
が
、
現
状
と
し
て
宗
門
系
は

文
学
部
が
多
い
。

↓
明
治
期
、
宗
教
と
い
う
も
の
を
解
体
し
て
倫
理
や
道
徳
に
す
り

替
え
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
働
き
、
宗
門
系
は
社
会
福
祉
や

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
（
寺
子
屋
）
的
な
任
に
あ
た
ら
せ
よ
う
と
し

た
の
か

宗
門
系
は
自
ら
を
思
想
・
哲
学
分
野
に
位
置
付
け
よ

う
と
し
、
文
学
部
に
と
ど
ま
っ
た
の
か

宗
門
系
大
学
の
動
向

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

↓
二
〇
一
二
年
度
：
公
開
研
究
会
開
催
予
定

②
文
部
省
の
宗
教
・
宗
教
教
育
、
政
策
的
な
研
究
：
宗
教
と
教
育

の
関
係

↓
二
〇
一
二
年
度
：
公
開
研
究
会
開
催
予
定

③
明
治
に
お
け
る
仏
教
史
・
教
育
史

↓
二
〇
一
二
年
度
：
谷
川
穣
氏
公
開
研
究
会
開
催
予
定

２

本
学
に
お
け
る

建
学
の
精
神

の
位
置
に
関
す
る
研
究

◎
清
沢
満
之
の

開
校
の
辞

と
佐
々
木
月
樵
の

樹
立
の
精
神

が
、

建
学
の
精
神

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
の

確
認・

寺
川
俊
昭
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
実
施
）

↓
松
原
祐
善
学
長
が
、
清
沢
満
之
の

開
校
の
辞

を
源
流
と
す

る
大
学
運
営
へ
と
鮮
明
化
さ
せ
た
。
佐
々
木
の

樹
立
の
精
神

は
文
化
的
な
香
り
が
強
い
が
、

精
神

と
い
う
面
で
印
象
が
弱

い
と
い
う
議
論
が
当
時
な
さ
れ
た
。
結
果
、
両
者
の
言
葉
を

建

学
の
精
神

と
し
て
堅
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

清
沢
に
よ
っ
て

真
宗

は
、
行
政
面
に
お
い
て
も
教
学
面
に

お
い
て
も
、
近
代
的
な
形
で
の
大
転
換
を
遂
げ
た
。
そ
の
こ
と

の
大
学
に
お
け
る
確
認
が
鮮
明
化
し
た
。

◎
清
沢
満
之
の

開
校
の
辞

の
持
っ
た
意
味
と
、
そ
の
現
代
的
表
現

化
◎
佐
々
木
月
樵
の

樹
立
の
精
神

の
持
っ
た
意
味
と
、
そ
の
現
代
的

表
現
化

３

現
代
に
お
け
る
仏
教
系
大
学
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
研
究

◎
仏
教
系
大
学
に
お
け
る

建
学
の
精
神

自
己
表
現
の
調
査

↓

仏
教
と
教
育
の
関
係
性
に
関
す
る
哲
学
的
・
臨
床
的
研
究

｜

心
の
教
育

の
所
在
を
探
る
｜

の
科
研
報
告
を
手
掛
か

り
に
研
究
開
始
。

◎
本
学
の
現
状

・
学
則
、
宗
教
行
事
な
ど
本
学
の
宗
教
的
雰
囲
気
の
問
題
点
の
整

理
。
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・
教
職
員
、
学
生
の

建
学
の
精
神

の
受
入
状
況
（

知
進
守
退

大
谷
大
学
白
書
｜
そ
の
実
態

一
九
九
七
年
時
点
か
ら
の
課

題
）。

・

建
学
の
精
神

の
具
現
化
あ
る
い
は
現
代
的
表
現
化
と
は
、
脱

宗
教
化
・
脱
仏
教
化
で
あ
る
の
か
。

宗
教
色
の
強
調
で
あ
る

の
か
。

国
際
仏
教
研
究

本
研
究
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
仏
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
研
究
の
動

向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
対
し
て
本
学
の
真
宗
・
仏
教

研
究
を
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年
度
も
英
米
班
、
ド

イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
班
・
東
ア
ジ
ア
班
の
三
班
に
分
か
れ
て
研
究
活
動
を

進
め
て
き
た
。
各
班
の
研
究
成
果
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

英
米
班

Ⅰ

翻
訳
研
究
活
動

⑴

C
u
ltivatin

g
 
S
piritu

ality:
A
 
M
od
ern

 
S
h
in
 
B
u
d
d
h
ist

 
A
n
th
ology

出
版
に
つ
い
て

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
真
宗
近
代
教
学
論
文
集
の
英
訳
出
版
が
今
年

度
よ
う
や
く
実
現
し
、
一
一
月
にS

U
N
Y

出
版
か
ら
発
刊
さ
れ
た（
書

誌
情
報：
M
a
rk
 
L
.
B
lu
m
 
a
n
d
 
R
o
b
ert

 
F
.
R
h
o
d
es,

ed
s,

C
u
ltiv

a
tin
g S

p
iritu

a
lity

:
A
 
M
od
ern

 
S
h
in
 
B
u
d
d
h
ist A

n
th
ol-

ogy
,
S
ta
te U

n
iv
ersity o

f N
ew
 
Y
o
rk P

ress,
2011.

390 p
a
g
es.

IS
B
N
 
978

8

1
4384

3891
5

）。
年
末
に
関
係
研
究
機
関
・
図
書

館
・
研
究
者
へ
の
献
呈
本
の
発
送
を
終
え
、
今
後
、
出
版
を
記
念
し
た

真
宗
近
代
教
学
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
二
〇
一
三
年
度
に
開
催
す

べ
く
計
画
を
進
め
て
い
く
。

⑵

佐
々
木
月
樵

大
谷
大
学
樹
立
の
精
神

翻
訳
研
究
に
つ
い
て

一
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
き
た
佐
々
木
月
樵
の

大
谷
大
学
樹
立
の

精
神

英
訳
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
日
程
で
翻
訳
研
究
会
を
行
い
、
一

通
り
全
体
の
翻
訳
を
終
え
た
。
今
後
、
全
体
の
訳
語
や
文
章
の
一
貫
性

を
確
認
し
、
必
要
な
部
分
に
注
を
付
し
、
序
文
を
付
け
て
来
年
度
の
紀

要
に
出
版
で
き
る
形
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

第
一
回
研
究
会

一
一
月
二
九
日
（
火
）
午
後
六
時
〜
七
時
三
〇
分

第
二
回
研
究
会

一
二
月
二
〇
日
（
火
）
午
後
六
時
〜
七
時
三
〇
分

第
三
回
研
究
会

二
月

三
日
（
金
）
午
後
二
時
三
〇
分
〜
四
時

Ⅱ

国
際
学
会
関
係

⑴

国
際
真
宗
学
会
（IA

S
B
S

）
学
術
大
会

八
月
四
日
（
木
）
か
ら
六
日
（
土
）
の
三
日
間
、
大
谷
大
学
を
会
場

に
第
一
五
回
国
際
真
宗
学
会
学
術
大
会
が
真
宗
関
係
五
大
学
共
同
開
催

の
形
で
開
催
さ
れ
た
。
学
内
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
る
ま
で
国
際
研

英
米
班
が
窓
口
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
、
実
行
委
員
会
と
共
に
大
会
運

営
に
も
協
力
し
た
。
一
〇
カ
国
以
上
か
ら
総
数
一
三
〇
名
あ
ま
り
の
参

加
者
が
あ
り
、
充
実
し
た
大
会
と
な
っ
た
。
英
米
班
研
究
発
表
の
面
で

は
、
大
谷
大
学
パ
ネ
ル
に
加
え
て
嘱
託
研
究
員
・
研
究
補
助
員
に
よ
る

個
人
発
表
二
本
が
行
わ
れ
た
。

・
学
術
大
会
の
概
要

開
催
期
日：

二
〇
一
一
年
八
月
五
日
（
金
）・
六
日
（
土
）

（
四
日
の
夕
方
に
は
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
セ
ン
タ
ー
と
の

真宗総合研究所研究紀要 第30号



共
催
に
よ
る

浄
土
教
に
関
す
る
特
別
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

）

会
場：

大
谷
大
学

響
流
館
三
階

メ
デ
ィ
ア
・
ホ
ー
ル
、

マ
ル
チ
・
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

テ
ー
マ：

T
ru
e D

iscip
le o

f th
e B

u
d
d
h
a

真
仏
弟
子

サ
ブ
テ
ー
マ：

T
h
e M

issio
n a

n
d C

h
a
llen

g
es in C

o
n
tem

-

p
o
ra
ry
 
S
o
ciety

現
代
社
会
に
お
け
る
課
題
と

使
命

二
日
間
で
七
つ
の
パ
ネ
ル
発
表
と
三
一
の
個
人
発
表
が
あ
っ
た
。

大
谷
大
学
パ
ネ
ル
：S

h
in R

esp
o
n
ses to M

o
d
ern

ity

（
井

上
・
ブ
ラ
ム
・
ド
ビ
ン
ズ
・
パ
イ
）

嘱
託
研
究
員
、
研
究
補
助
員
に
よ
る
個
人
発
表

1)

M
ich
a
el C

o
n
w
a
y
,
”T
h
e R

ig
h
t T

ra
ck fo

r P
rea

ch
in
g

 
a
n
d L

isten
in
g to th

e D
h
a
rm
a
:
A
 
C
o
n
sid
era

tio
n o

f
 

S
h
in
ra
n
’s Q

u
o
ta
tio
n o

f th
e A

n
leji in H

is C
o
m
m
en
t

 
o
n th

e
’T
ru
e D

iscip
le o

f th
e B

u
d
d
h
a
’”

2)

S
h
u
su
k
e
 
Y
a
m
a
ta
k
a
,
”T
ru
e
 
D
iscip

le
 
o
f B

u
d
d
h
a
:

T
h
e L

ife o
f R

ea
lizin

g N
irv
a
n
a
”

⑵

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
（E

A
JS

）
国
際
会
議

八
月
二
四
日
か
ら
二
七
日
ま
で
エ
ス
ト
ニ
ア
の
タ
リ
ン
大
学
で
開
催

さ
れ
た
第
一
三
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
国
際
会
議
の
宗
教
・
思

想
史
部
会
で
、
以
下
の
よ
う
な
九
〇
分
の
パ
ネ
ル
発
表
を
行
っ
た
。
概

要
は
以
下
の
通
り
（
詳
細
は
所
報
五
九
号
記
事
を
参
照
）。

O
ta
n
i U

n
iv
ersity

 

P
a
n
el T

itle:
S
p
iritu

a
l H

ea
lin
g
 
in
 
Ja
p
a
n
ese

 
P
u
re

 
L
a
n
d B

u
d
d
h
ism

:

C
u
res fo

r S
u
erin

g in G
en
sh
in
’s a

n
d

 
S
h
in
ra
n
’s T

h
o
u
g
h
t

 
P
resen

ters:

1)

R
o
b
ert R

H
O
D
E
S
,
p
ro
fesso

r
B
u
d
d
h
ist S

tu
d
ies

）

“T
erm

in
a
l C

a
re
 
P
ra
ctice

 
in
 
H
eia
n
 
P
u
re
 
L
a
n
d

 
B
u
d
d
h
ism

:
th
e C

a
se o

f th
e N

iju
g
o za

m
m
a
ie”

2)

M
ich
a
el
 
C
O
N
W
A
Y
,
lectu

rer
S
h
in
 
B
u
d
d
h
ist

 
S
tu
d
ies

）

“M
ed
icin

a
l M

eta
p
h
o
rs in a S

o
terio

lo
g
y o

f T
ra
n
s-

fo
rm
a
tio
n
:S
h
in
ra
n
’s
 
V
iew

 
o
f
 
th
e
 
P
o
w
er
 
o
f
 
th
e

 
N
en
b
u
tsu
”

3)

IN
O
U
E
 
T
a
k
a
m
i,
a
sso

cia
te p

ro
fesso

r
S
h
in B

u
d
d
-

h
ist S

tu
d
ies

）

“A
 
T
ru
e
‘H
ea
lin
g
’
in
 
A
m
id
a
’s
 
C
o
m
p
a
ssio

n
a
te

 
L
ig
h
t:

T
h
e C

u
re fo

r In
cu
ra
b
le D

isea
ses in th

e
 

N
irvan

a S
u
tra an

d
 
th
e Z

en
koji E

n
gi”

⑶

ア
メ
リ
カ
宗
教
学
会
（A

A
R

）
年
次
大
会

一
一
月
一
九
日
（
土
）
か
ら
二
二
日
（
火
）
ま
で
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
宗
教
学
会

（A
m
erica

n A
ca
d
em
y o
f R
elig

io
n

）
の
年
次
大
会
が
開
催
さ
れ
、
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研
究
員
一
名
（
庶
務：

井
上
尚
実
准
教
授
）
と
嘱
託
研
究
員
一
名
（
マ

イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
講
師
）
が
参
加
し
た
。
学
会
の
会
期
中
に
は
、

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
て
い
る
仏
教
研
究
者
と
積
極
的
に
面
談
を
行
い
、

研
究
情
報
を
収
集
し
た
。

二
〇
一
二
年
度
の
シ
カ
ゴ
大
会
に
向
け
て
、
学
会
の
動
向
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
有
意
義
で
あ
っ
た
。A

A
R

は
、
海
外
の
仏
教
研
究
者
が

最
も
多
く
集
ま
る
学
術
大
会
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
も
研
究
発
表
を
含

め
て
英
米
班
か
ら
研
究
員
の
派
遣
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ

公
開
講
演
会
の
開
催

今
年
度
は
以
下
の
よ
う
な
三
回
の
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

⑴

二
〇
一
一
年
六
月
二
日
（
木
）
午
後
四
時
一
〇
分
〜
六
時

於：

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
）

講
師：

K
o
sa G

a
b
o
r

コ
ー
シ
ャ
・
ガ
ボ
ー
ル
博
士

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、エ
ト
ウ
ェ
シ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
准
教
授
）

題
目：

S
o
m
e B

u
d
d
h
ist Ico

n
o
g
ra
p
h
ica
l F

ea
tu
res o

f th
e

 
C
h
in
ese M

a
n
ich
a
ea
n P

a
in
tin
g
s

 
R
ecen

tly Id
en
tifi
ed in Ja

p
a
n

近
年
日
本
で
確
認
さ
れ
た
マ
ニ
教
絵
画
に
み
ら
れ
る
仏
教

図
像
学
的
特
徴

⑵

二
〇
一
一
年
七
月
八
日
（
金
）
午
後
四
時
二
〇
分
〜
五
時
五
〇
分

於：

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
）

講
師：

M
ica
h L

.
A
u
erb

a
ck

マ
イ
カ
・
ア
ワ
ー
バ
ッ
ク
博
士

（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
准
教
授
╱
日
本
学
術
振
興
会
研
究
員
）

題
目：

H
isto

ry
 
a
s A

p
o
lo
g
etics:

N
ew
 
A
cco

u
n
ts o

f th
e

 

B
u
d
d
h
a S

a
k
y
a
m
u
n
i in M

eiji Ja
p
a
n

護
法
論
と
し
て
の
仏
教
史
：
明
治
時
代
に
お
け
る
釈
迦
牟

尼
仏
の
語
り
直
し

⑶

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
五
日
（
火
）
午
後
四
時
二
〇
分
〜
五
時
五
〇

分
於：

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
）

講
師：

Jessica L
.
M
a
in

ジ
ェ
シ
カ
・L

・
メ
イ
ン

氏

（
カ
ナ
ダ
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）

題
目：

”S
h
in B

u
d
d
h
ism
 
fo
r th

e G
o
o
d o

f S
o
ciety

:

T
o A

ct w
ith
in o

r b
ey
o
n
d th

e R
elig

io
u
s

 
O
rg
a
n
iza
tio
n

（kyod
an

.”

社
会
の
た
め
の
浄
土
真
宗
｜
教
団
を
通
し
て
実
践
す
る
か

否
か
｜

今
年
度
三
回
の
講
演
会
は
、
比
較
的
若
い
研
究
者
に
よ
る
意
欲
的
な

内
容
の
研
究
発
表
で
あ
り
、
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。
他
に
も
講

師
依
頼
を
検
討
し
て
い
た
研
究
者
が
あ
っ
た
が
、
来
日
の
日
程
の
都
合

な
ど
に
よ
り
、
予
定
し
た
四
回
目
の
開
催
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

Ⅳ

そ
の
他

国
際
研
が
収
集
し
て
き
た
未
整
理
の
図
書
の
整
理
・
公
開
に
つ
い
て

は
、
図
書
館
と
連
携
し
た
作
業
を
継
続
す
る
。
研
究
活
動
・
公
開
講
演

会
な
ど
の
広
報
や
研
究
成
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
研
究
所
報
・H

P

・

サ
イ
ボ
ウ
ズ
掲
示
板
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
な
活
用
を
は
か
り
、

紀
要
や
学
術
雑
誌
に
積
極
的
に
論
文
を
寄
稿
す
る
努
力
を
続
け
る
。
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ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
班

一

研
究
発
表

二
〇
一
一
年
五
月
一
二
か
ら
一
四
日
に
、
ド
イ
ツ
・
マ
ー
ル
ブ
ル
ク

に
て

第
七
回
国
際
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン

が

開
催
さ
れ
、
村
山
保
史
氏
（
本
学
准
教
授
・
海
外
特
別
派
遣
者
）
が
参

加
し
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
際
仏
教
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
交
流
し

て
き
た
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
神
学
部
が
主
催
す
る
も
の
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
国
内
外
か
ら
広
く
神
学
者
・
宗
教
学
者
な
ど
が
集
っ
て
三
年
ご
と
に

行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は“G

esch
lech

terg
erech

tig
k
eit:

H
era

u
sfo
r-

d
eru

n
g d

er R
elig

io
n
en
”

（
性
の
公
正
：
諸
宗
教
の
挑
戦
）
で
あ
り
、

諸
宗
教
に
お
け
る
性
に
関
す
る
公
正
性
（
正
義
）
が
ど
う
認
識
さ
れ
、

確
保
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
村
山
氏
は

“T
ra
n
sd
en
-

d
en
zv
o
rstellu

n
g
en
”

（
超
越
の
イ
メ
ー
ジ
）
と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ
が
つ

い
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
し
、“G

en
d
erim

p
lik
a
tio
n
en in S

y
m
b
o
lisier-

u
n
g
en
 
d
es
 
G
o
ttlich

en
 
in
 
b
u
d
d
h
istisch

en
 
T
ra
d
itio

n
en
 
in

 
O
sta
sien

”

（
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
的
伝
統
に
お
け
る
神
的
な
も
の
の
象
徴

化
に
示
唆
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
行
っ
た
。

二

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
論
文
化
（
刊
行
準
備
）

二
〇
一
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
に
お
い
て
行
わ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
宗
教

で
口
頭
発
表
し
た
原
稿
を
加
筆
修
正
し
、
論
文
化

（
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
）
し
た
も
の
を
同
研
究
院
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ポ

ル
テ
ィ
エ
教
授
に
送
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
刊
行
の
準
備
を
す
す
め
た
。

ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ロ
ー
ズ

“T
h
e B

u
d
d
h
ist-S

ta
te R

ela
tio
n
sh
ip

 
in Ja

p
a
n
:
S
o
m
e O

b
serv

a
tio
n
s o
n th

e T
h
o
u
g
h
t o
f

 
S
a
ich
o
a
n
d K

u
k
a
i,
T
w
o E

a
rly M

ed
iev
a
l M

o
n
k
s

 
o
f th

e N
in
th C

en
tu
ry

（
日
本
に
お
け
る
仏
教
と
国
家

｜
最
澄
と
空
海
の
思
想
に
つ
い
て
の
一

察
）

村
山
保
史

“S
ta
te a

n
d
 
R
elig

io
n
 
in
 
th
e T

h
o
u
g
h
t o

f D
.
T
.

S
u
zu
k
i”

（
鈴
木
大
拙
の
思
想
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
）

藤
枝
真

“K
eep

in
g
 
U
p
 
th
e
 
G
ra
n
d
 
N
a
rra

tiv
e:
N
a
tio
n
a
l

 
Id
en
tity

 
a
n
d
 
S
ta
te
 
S
h
in
to
ism

 
in
 
th
e
 
P
u
b
lic

 
S
p
h
ere

”

（

大
き
な
物
語

を
保
ち
続
け
る
こ
と
：
公
共

領
域
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
国

家
神
道
）

番
場
寛

“E
ssa

i su
r le d

isco
u
rs relig

ieu
x
 
d
a
n
s le Ja

p
o
n

 
co
n
tem

p
o
ra
in

A
u
to
u
r d
es d

i
eren

ts n
o
m
s d
e

 
S
h
in
ra
n et d

u N
a
m
u
a
m
id
a
b
u
tsu
”

（
宗
教
の

デ
ィ

ス
ク
ー
ル

へ
の
試
論
｜
親
鸞
と
南
無
阿
弥
陀
仏
の
異
名

を
め
ぐ
っ
て
）

東
ア
ジ
ア
班

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
の
共
同
研
究

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
と
は
二
〇
一
〇
年
に
学
術
交
流
協
定

2011年度研究所報告



を
締
結
し
、
交
流
に
努
め
て
き
た
。
本
年
度
は
二
年
目
に
当
た
り
、
本

学
か
ら
二
名
が
先
方
を
訪
問
、
先
方
か
ら
四
名
を
本
学
へ
招
聘
し
、
交

流
を
深
め
た
。
ま
た
、
今
後
の
交
流
に
関
す
る
協
議
も
行
っ
た
。

一

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
三
日
（
木
）
〜
一
七
日
（
月
）、
浅
見
直
一

郎
教
授
、
福
島
重
任
期
制
助
教
が
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
を

訪
問
し
、
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

○
三
〜
八
世
紀
に
お
け
る
日
中
の
葬
制
比
較

浅
見
直
一
郎

○
宋
元
時
代
の
河
南
仏
教

嵩
山
少
林
寺
を
中
心
に
し
て

福
島

重

ま
た
、
北
京
市
及
び
周
辺
の
仏
教
寺
院
に
お
け
る
調
査
を
行
っ
た
。

二

二
〇
一
一
年
一
二
月
四
日
（
日
）
〜
一
〇
日
（
土
）、
楼
勁
研
究

員
、
張

中
国
史
研
究

編
集
部
主
任
、
劉
暁
研
究
員
、
張
国
旺
副

研
究
員
を
招
聘
し
、
本
学
に
て
研
究
活
動
を
行
い
、
公
開
研
究
会
を
開

催
し
た
。

一
二
月
八
日
（
木
）
午
後
二
時
四
〇
分
〜
五
時

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演

習
室
（
響
流
館
三
階
）

○
近
年
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
河
北
の
元
代
仏
教
碑
刻
と
そ
れ
に
関
す
る

問
題

張
国
旺

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

隋
唐
宋
遼
金
元
史
研

究
室
副
研
究
員
）

○
元
代

大
開
元
一
宗

補
論

劉

暁

中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

隋
唐
宋
遼
金
元
史
研

究
室
研
究
員
）

○
中
国
大
陸
の
史
学
雑
誌
の
発
展
状
況

張

（
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

中
国
史
研
究

編
集

部
主
任
）

○
近
年
の
中
国
古
代
史
新
資
料
の
発
見
と
そ
れ
に
関
す
る
問
題

楼

勁
（
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
研
究
員
、
歴
史
研
究
所

所
長
助
理
、
科
研
処
処
長
）

な
お
、
今
回
来
日
さ
れ
た
楼
勁
先
生
は
中
国
社
会
科
学
院
の
国
際
交

流
事
務
責
任
者
で
も
あ
ら
れ
た
た
め
、
協
定
に
基
づ
く
今
後
の
交
流
に

つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、
今
後
の
交
流
実
施
に
つ
い
て
、
双
方
が
組
織

的
に
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
に
認
識
を
一
致
さ
せ
た
。
具
体
的
に
は
、
毎

年
の
研
究
者
の
相
互
訪
問
や
出
版
物
の
交
換
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。
さ

ら
に
研
究
者
の
交
流
を
す
す
め
つ
つ
、
三
年
後
ぐ
ら
い
を
め
ど
に
共
同

学
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

ま
た
、
先
方
か
ら
は
若
手
研
究
者
の
育
成
の
た
め
、
院
生
な
ど
が
留
学

す
る
こ
と
に
関
し
て
も
受
け
入
れ
準
備
が
あ
る
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
。

西
蔵
文
献
研
究

研
究
目
的

本
研
究
班
の
目
的
は
、
北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
を
は
じ
め
と
す
る

本
学
所
蔵
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
、
な
ら
び
に
タ
イ
王
室
寄
贈
の
多
数
の

パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
を
、
国
内
外
の
研
究
者
か
ら
の
要
請
が
多
い
文
献

を
中
心
に
電
子
テ
キ
ス
ト
化
や
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
を
施
し
、
国
内
外
の

研
究
を
支
え
る
た
め
に
公
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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研
究
計
画

一

貴
重
な
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化

本
学
所
蔵
の
稀

書
ツ
ァ
ン
ナ
ク
パ
著

量
決
択
註

（T
sh
ad m

a
 

rn
am
 
par n

ges pa’i T
i ka legs bsh

ad bsd
u
s pa

）
の
電
子
テ
キ

ス
ト
化
を
進
め
、
科
文
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の

量
決
択

（P
ram

an
avin

scaya

）
の
対
応
箇
所
を
入
力
し
た
校
訂
テ
キ
ス
ト
を

作
成
し
、
公
開
す
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
に
加
え
、
さ
ら
に
冊
子
体

で
の
出
版
を
検
討
す
る
。

ま
た
本
学
所
蔵
の
木
版
本
を
底
本
と
し
て
既
に
入
力
済
み
の
ミ
ラ
レ

パ
の

グ
ル
ブ
ム
（
十
万
歌
）

の
電
子
テ
キ
ス
ト
に
、
テ
ン
ギ
ェ
ー
リ

ン
版
お
よ
び
青
海
民
族
出
版
社
本
の
異
同
を
調
査
し
て
校
訂
し
た
テ
キ

ス
ト
を
作
成
し
て
公
開
す
る
。

二

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
、
そ
れ
を
基
に
研
究

者
向
け
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
。
さ
ら
にT

B
R
C

（T
ib
eta

n
 

B
u
d
d
h
ist R

eso
u
rce C

en
ter

）
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
Ｐ
Ｄ
Ｆ
コ
ア
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
学
内
で
の
利
用
促
進
の
た
め
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

成
す
る
。

三

パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
の
デ
ジ
タ
ル
化

今
ま
で
に
稀

文
献
と
判
明
し
て
い
る
も
の
を
中
心
に
デ
ジ
タ
ル
画

像
デ
ー
タ
化
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
現
地
調
査
も

実
施
し
な
が
ら
、
タ
イ
王
室
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を
中
心
と
す
る
東

南
ア
ジ
ア
の
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
（

大
谷
貝
葉

と
略
称
）
に
お
け
る

稀

文
献
の
抽
出
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
作
業
の
中
で
、
大
谷
貝
葉
の
う
ち
稀

文
献
と

え

ら
れ
る
テ
ク
ス
ト
と
、
同
一
内
容
と
思
わ
れ
る
数
点
の
写
本
が
海
外
の

研
究
機
関
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
よ
っ
て
二
〇
一

一
年
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院（
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｏ
）名
誉
講
師
ジ
ャ
ク
リ
ー

ン
・
フ
ィ
リ
オ
ザ
女
史
の
協
力
の
も
と
、
Ｅ
Ｆ
Ｅ
Ｏ
に
お
い
て
写
本
の

同
定
作
業
を
進
め
る
。

四

海
外
の
研
究
者
、
研
究
機
関
と
の
交
流

海
外
の
研
究
者
、
研
究
機
関
と
の
交
流
を
行
な
い
、
適
宜
に
研
究
会

な
ど
を
行
な
う
。

研
究
成
果

西
蔵
文
献
研
究
班
は
、
以
上
の
研
究
計
画
に
基
づ
き
二
〇
一
一
年
度
の

研
究
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一

貴
重
な
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化

本
学
所
蔵
の
稀

文
献
、
ツ
ァ
ン
ナ
ク
パ
著

量
決
択
註

（T
sh
ad

 
m
a rn

am
 
par n

ges pa’i T
i ka legs bsh

ad
 
bsd

u
s pa

,

大
谷
蔵

外

N
o
.13971.

）
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
、
校
訂
・
編
集
作
業

を
進
め
た
。

当
初
、
一
九
八
九
年
に
臨
川
書
店
よ
り
複
製
物

善
釈
要
集
：
知
識

論
決
択
広
註

大
谷
大
学
編
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
し
て

い
た
が
、
不
鮮
明
な
点
が
多
く
、
よ
り
精
密
な
校
訂
作
業
が
行
な
え
る

よ
う
当
該
文
献
の
撮
影
を
二
〇
一
一
年
六
月
一
七
日
（
金
）
か
ら
一
八

日
（
土
）
に
か
け
て
行
な
っ
た
。

校
訂
テ
キ
ス
ト
の
入
力
作
業
は
全
三
章
終
了
し
た
。
科
文
の
作
成
は
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第
二
章
ま
で
終
了
し
、
第
一
章
ま
で
テ
キ
ス
ト
中
に
科
文
を
加
え
た
。

量
決
択

の
対
応
箇
所
を
確
認
し
、
入
力
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

年
度
内
に
第
一
章
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
（
科
文
お
よ
び

量
決
択

の
対

応
箇
所
を
含
む
）
お
よ
び
、
第
二
章
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
（
科
文
を
含
み

量
決
択

の
対
応
箇
所
は
未
記
入
）
を
公
開
す
る
。

ミ
ラ
レ
パ
の

グ
ル
ブ
ム
（
十
万
歌
）

に
つ
い
て
は
、
西
蔵
文
献
研

究
班
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
: //w

eb
.o
ta
n
i.a
c.jp

/cri /tw
rp
/sta

/

in
d
ex
.h
tm
l

）
で
公
開
し
て
い
る
。

二

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
とT

B
R
C

（T
ib
eta

n
 
B
u
d
d
h
ist

 
R
eso

u
rce C

en
ter

）
よ
り
購
入
し
た
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
Ｐ
Ｄ
Ｆ
コ
ア
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
学
内
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
利
用
手
順
は
、

ま
ず
Ｔ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
ttp
: //w

w
w
.tb
rc.o

rg
/

）
よ
り

閲
覧
を
希
望
す
る
文
献
の
番
号
を
検
索
し
、
そ
の
番
号
を
も
と
に
、
大

蔵
経
で
あ
れ
ば
、h

ttp
: //w

w
w
-i.o

ta
n
i.a
c.jp

/tb
rc
/
trip

ita
k
a
.

h
tm
l

か
ら
、
そ
の
他
の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
著
作
（
蔵
外
）
に
関
し
て
は
、

h
ttp
: //w

w
w
-i.o

ta
n
i.a
c.jp

/tb
rc /tb

rc.h
tm
l

か
ら
直
接
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
い
ず
れ
も
学
内
関
係
者
に
の
み

利
用
を
限
っ
て
い
る
。

昨
年
度
の
科
研
（
研
究
成
果
公
開
促
進
）
に
よ
り
撮
影
し
た
本
学
所

蔵
北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
中
観
部
・
唯
識
部
）
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
（
五
月
以
降
）h

ttp
: //w

eb
.o
ta
n
i.a
c.jp

/cri /tw
rp
/

tib
d
a
te /sea

rch
.h
tm
l

か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
学
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
今
年
度
は

科
研
と
し
て
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
学
内
者
に
よ
る
撮
影
技
術
の

習
得
と
維
持
の
た
め
に
二
月
末
よ
り
約
一
ヶ
月
間
、
北
京
版
の
撮
影
作

業
を
実
施
し
て
い
る
。

大
谷
大
学
所
蔵
蔵
外
文
献
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
完
成
し
た
。
公
開
に
つ
い
て
は
、
学
内
サ
ー
バ
ー
の
準
備
が
整
い

次
第
、
実
施
す
る
（
来
年
度
初
め
）。

三

パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
の
デ
ジ
タ
ル
化

本
学
所
蔵
の
数
あ
る
稀

写
本
の
中
で
、M

ah
abu

d
d
h
agu

n
an
vata

 
atth

akath
a

（
請
求
記
号
番
号
：X

X
X
IX

5,
6

）
と
い
う
文
献
が
、

現
時
点
で
は
大
谷
貝
葉
以
外
に
は
現
存
し
て
い
な
い
可
能
性
を
、
フ
ラ

ン
ス
極
東
学
院
名
誉
講
師
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
フ
ィ
リ
オ
ザ
女
史
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
八
月
四
日
よ
り
一
六
日
に
か
け
て
、

本
研
究
班
嘱
託
研
究
員：

清
水
洋
平
氏
に
よ
る
パ
リ
・
フ
ラ
ン
ス
極
東

学
院
で
の
調
査
の
結
果
、
同
一
の
タ
イ
ト
ル
が
記
さ
れ
た
文
献
は
存
在

し
な
い
こ
と
、
タ
イ
ト
ル
は
同
一
で
は
な
い
が
内
容
が
一
致
す
る
と
い

う
文
献
（
ク
メ
ー
ル
文
字
写
本
で
は
タ
イ
ト
ル
の
一
部
が
省
略
さ
れ
る

場
合
が
時
折
見
ら
れ
る
）も
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。よ
っ

て
、
大
谷
大
学
が
所
蔵
す
る
同
文
献
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
他

に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
写
本
文
献
資

料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
詳
細
は

研
究
所
報

N
o
.

59
を
参

照
）。本

学
所
蔵
の
そ
の
他
の
貝
葉
写
本
に
つ
い
て
も
、
国
内
外
の
研
究
者

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

四

海
外
の
研
究
者
、
研
究
機
関
と
の
交
流
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二
〇
一
一
年
一
〇
月
六
日（
木
）：

中
国
蔵
学
研
究
中
心
の
鄭
堆
副
総

幹
事
長
を
は
じ
め
、
七
名
の
研
究
員
が
本
学
に
来
校
し
、
研
究
所
を
視

察
し
、
図
書
館
に
お
い
て
本
学
所
蔵
の
西
蔵
語
文
献
を
閲
覧
し
た
。
そ

の
際
、
本
研
究
班
と
し
て
情
報
交
換
を
行
な
い
、
今
後
、
交
流
を
続
け

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
来
年
（
二
〇
一
二
年
）
夏
、
北
京

で
中
国
蔵
学
研
究
中
心
主
催
の
学
会
が
開
催
さ
れ
る
が
、
本
研
究
班
か

ら
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
七
日（
木
）：

中
国
故
宮
博
物
館
よ
り
研
究
員

が
本
学
に
来
校
し
、
研
究
所
を
視
察
し
、
図
書
館
に
お
い
て
本
学
所
蔵

の
西
蔵
語
文
献
を
閲
覧
し
た
。
そ
の
際
、
本
研
究
班
と
し
て
の
活
動
を

紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
今
後
も
相
互
に
交
流
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

真
宗
同
朋
会
運
動
研
究

本
研
究
は
、
真
宗
と
社
会
と
の
関
わ
り
を
主
題
と
し
、
具
体
的
に
は

真
宗
同
朋
会
運
動
に
お
け
る
求
道
と
獲
信
に
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
研
究
は
、
一
人
ひ
と
り
に
お
け
る

群
萌
の
目
覚
め

に

視
点
を
置
き
、
特
に
、
求
道
の
道
程
に
焦
点
を
あ
て
て
、
一
人
ひ
と
り

の
宗
教
的
人
格
に
触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
真
宗
同
朋
会
運
動
の
意
義

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
信
仰
が
生
み
出
す
社
会
性
、
お
よ
び
人
々
の
精
神
性
に
与
え

た
影
響
な
ど
も
調
査
を
通
し
て
把
握
し
、
真
宗
同
朋
会
運
動
の
現
状
や

社
会
的
・
現
代
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
研
究
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
体
を
理
論

編
と
調
査
編
の
二
部
構
成
と
し
て
組
み
立
て
た
。
具
体
的
な
研
究
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
理
論
編
の
成
果：

基
礎
資
料
の
作
成：

研
究
の
基
礎
資
料
づ
く
り
と
し
て
、
真
宗

大
谷
派
宗
門
内
で
、
同
朋
会
運
動
に
尽
力

さ
れ
、
リ
ー
ド
し
た
先
達
の
思
想
な
ど
の

整
理
を
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
以
下
の

人
物
に
焦
点
を
あ
て
て
、
思
想
や
そ
の
背

景
の
把
握
に
つ
と
め
た
。

・
曽
我
量
深
・
暁
烏
敏
・
高
光
大
船
、・
高
光

一
也
、・
訓
覇
信
雄
、・
松
原
祐
善
、・
藤
原

鉄
乗
・
坂
木
恵
定
、・
米
沢
英
雄

他

②
調
査
編
の
成
果：

別
紙
参
照

公
開
研
究
会

：

同
朋
会
運
動
の
社
会
的
意
義
を
明
確
化
し

て
い
く
た
め
に
、
宗
門
内
・
外
両
面
か
ら

の
意
見
・
研
究
報
告
を
公
開
研
究
会
（
計

一
三
回
）
と
い
う
形
で
、
研
究
展
開
し
た
。

ま
た
、
宗
門
の
研
究
機
関
で
あ
る
教
学
研

究
所
や
全
国
推
進
委
員
協
議
会
と
の
連
携

ま
た
、
学
外
研
究
機
関（
東
京
大
学
な
ど
）

と
も
交
流
し
、
具
体
的
に
研
究
活
動
を
展

開
し
た
。そ
の
具
体
的
成
果
の
一
つ
が

お

念
仏
手
渡
し
奉
仕
団

の
企
画
と
展
開
で

あ
る
。
こ
の
活
動
は
、
御
門
徒
の
方
々
の
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大
谷
大
学
へ
の
信
頼
を
回
復
し
、
深
め
た

と
い
う
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
同
時
に
学

生
達
の
学
び
に
も
具
体
性
を
開
く
こ
と
に

寄
与
し
た
活
動
で
あ
る
。

聞
き
書
き
調
査
の
実
施：

本
研
究
の
中
心
で
あ
り
、
門
信
徒
の

方
々
に

聞
き
書
き

と
い
う
調
査
手
法

を
用
い
た
調
査
を
展
開
し
た
。

本
調
査

は
、

聞
き
書
き

と
い
う
手
法
の
特
性
か

ら
、
一
件
あ
た
り
の
調
査
時
間
に
膨
大
な

時
間
を
要
す
る
。
こ
の
研
究
期
間
を
と
お

し
て
、
全
国
各
地
で
約
三
〇
件
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
詳
細
な
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
で
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

③
成
果
の
出
版
：
別
紙
参
照

現
在
、
本
研
究
班
の
成
果
の
出
版
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。

内
容
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
別
紙
の
よ
う
な
構
成
を
も
と
に
作
業

を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
の
研
究
成
果
の
検
討
や
出
版
社
（
法
藏

館
）
と
の
協
議
な
ど
か
ら
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

真
宗
同
朋
会
運
動
研
究
班
・
公
開
研
究
会
等
活
動
（
二
〇
〇
八
・
一
一
〜
二
〇
一
二
・
二
現
在
ま
で

年
月
日

場
所

活
動

講
師
等

備

二
〇
〇
八
・
一
一
・
一
〇

学
内：

尋
源
館
会
議
室

学
外
講
師
を
招
い
て
の
研
究
会

末
木
文
美
士
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

真
宗
同
朋
会
運
動
を
分
析
す
る
う
え
で
の
視
点
を
、
学

外
講
師
を
招
い
て
学
ん
だ
。

二
〇
〇
八
・
一
一
・
二
七

学
内：

博
綜
館
Ｈ
三
〇
二
教
室

学
内
講
師
に
よ
る
講
義

水
島
見
一
（
本
学
教
授
）

水
島
先
生
よ
り
、
同
朋
会
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
義
を

う
け
、
同
朋
会
運
動
に
対
す
る
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
。

二
〇
〇
八
・
一
二
・
八

学
内：

博
綜
館
Ｈ
五
〇
二
教
室

学
外
講
師
を
招
い
て
の
研
究
会

福
島
和
人
（
前
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）

福
島
先
生
よ
り
、
調
査
手
法
と
し
て
の

聞
き
書
き

に
つ
い
て
の
講
義
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
た
。

二
〇
〇
九
・
一
・
二
三

真
宗
本
廟
視
聴
覚
ホ
ー
ル

二
〇
〇
八
年
度
中
央
同
朋
会
議
へ
参
加

中
央
同
朋
会
議
に
出
席
し
、
同
朋
会
運
動
を
担
っ
て
き

た
先
生
方
の
問
題
提
起
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
聞
い
た
。

二
〇
〇
九
・
二
・
五

学
内：

博
綜
館
Ｈ
五
〇
四
教
室

教
学
研
究
所
と
の
会
議

本
研
究
を
教
学
研
究
所
と
協
同
す
る
に
あ
た
り
、
教
研

の
現
状
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
方
向
性
等

の
検
討
会
議
を
行
っ
た
。

二
〇
〇
九
・
三
・
一
三

学
内：

尋
源
館
会
議
室

学
外
講
師
を
招
い
て
の
研
究
会

村
上
堅
正
、
高
光
信
夫

真
宗
の
教
え
に
生
き
た
人
（
信
心
の
人
）
の
お
話
を
実

際
に
聞
く
こ
と
で
、
同
朋
会
運
動
の
意
義
を

え
る
。

ま
た
今
後
の
聞
書
調
査
に
お
い
て
、
聞
く
キ
ー
ワ
ー
ド

を
検
討
す
る
。
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二
〇
〇
九
・
四
・
一

学
内：

博
綜
館
第
三
会
議
室

第
二
回
公
開
研
究
会

二
階
堂
行
邦

真
宗
に
生
き
、
同
朋
会
運
動
を
推
進
さ
れ
た
二
階
堂
先

生
の
お
話
を
聞
き
、
同
朋
会
運
動
へ
の
学
び
を
深
め
、

そ
の
意
義
を

え
る
。

二
〇
〇
九
・
四
・
二
一

学
内：

水
島
見
一
研
究
室

法
蔵
館
と
打
ち
合
わ
せ

戸
城
三
千
代
・
満
田
み
す
ず

研
究
成
果
物
の
出
版
打
ち
合
わ
せ

二
〇
〇
九
・
四
・
二
四

学
内：

博
綜
館
Ｈ
五
〇
一
教
室

全
国
推
進
委
員
協
議
会
委
員
長
と
打
ち

合
わ
せ

大
村
氏
、
本
山
研
修
部

井
上

正
・
玉
樹

崇
・
山
本

了

全
国
推
進
員
連
絡
協
議
会

同
朋
会
運
動
50
周
年
記
念

事
業
（
念
仏
手
渡
し
奉
仕
団
企
画
）の
打
ち
合
わ
せ【
以

後
年
に
５
〜
６
回
開
催
】

二
〇
〇
九
・
五
・
一
八

金
沢
県
小
松
市

一
楽
典
次
氏
に
聞
き
書
き
調
査

一
楽
典
次

二
〇
〇
九
・
六
・
二

学
内：

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

第
二
回
公
開
研
究
会

信
楽
峻
麿

タ
イ
ト
ル

真
宗
同
朋
会
運
動
に
学
ぶ

二
〇
〇
九
・
六
・
五

学
内：

博
綜
館
第
二
会
議
室

第
三
回
公
開
研
究
会

下
田
正
弘

タ
イ
ト
ル

真
俗
二
諦
の
現
代
的
意
義

二
〇
〇
九
・
六
・
九

学
内：

博
綜
館
第
五
会
議
室

第
四
回
公
開
研
究
会

近
藤

章

二
〇
〇
九
・
六
・
一
八

学
内：

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

第
五
回
公
開
研
究
会

マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ

タ
イ
ト
ル

親
鸞
思
想
と
現
在
社
会
の
危
機

無
関

心
・
無
倫
理
の
生
き
詰
ま
り
か
ら
ど
う
出
る
か

二
〇
〇
九
・
六
・
三

学
内：

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

第
六
回
公
開
研
究
会

岩
田
文
昭
・
大
澤
広
嗣
・
碧
海
寿
広
・
ワ

ル
ド
ラ
イ
ア
ン

科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

近
代
化
の
中
の
伝

統
宗
教
と
精
神
運
動

基
準
点
と
し
て
の
近
角
常
観
研

究

二
〇
〇
九
・
七
・
七

学
内：

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室

第
七
回
公
開
研
究
会

阿
摩
利
麿

タ
イ
ト
ル

真
宗
同
朋
会
運
動
の
意
義

二
〇
一
〇
・
五
・
二
〇

学
内：

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

第
八
回
公
開
研
究
会

上
田
閑
照

タ
イ
ト
ル

清
沢
満
之
と
は
誰
か

当
時
に
於
て
そ

し
て
現
在
の
私
た
ち
に
と
っ
て

二
〇
一
〇
・
五
・
二
五

法
蔵
館

法
蔵
館
と
打
ち
合
わ
せ

戸
城
三
千
代
・
満
田
み
す
ず

研
究
成
果
物
の
出
版
打
ち
合
わ
せ

二
〇
一
〇
・
七
・
四

学
内：

真
宗
大
谷
派
教
学
大
会
会

場

真
宗
大
谷
派
教
学
大
会
発
表

教
学
大
会
に
て
今
研
究
で
の
成
果
を
水
島
・
佐
々
木
・

安
居
が
発
表

二
〇
一
〇
・
七
・
一
〇
〜
一
二

東
本
願
寺
同
朋
会
館

お
念
仏
の
手
渡
し
奉
仕
団
参
加

二
〇
一
〇
・
七
・
二
二

学
内：

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

第
九
回
公
開
研
究
会

亀
井

鑛

タ
イ
ト
ル

真
宗
同
朋
会
運
動
に
つ
い
て

そ
の
歩

み
と
今
後
の
展
開

二
〇
一
〇
・
九
・
七
〜
八

大
阪
府
大
阪
市
（
＠
難
波
別
院
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
班
か
ら
の
仕
事
依
頼

二
〇
一
一
・
一
・
一
二
〜
一
三

東
京
大
学

親
鸞
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
へ
参
加

二
〇
一
一
・
七
・
九
〜
七
・
一
一

東
本
願
寺
同
朋
会
館

お
念
仏
の
手
渡
し
奉
仕
団
参
加
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執
筆
者
紹
介

大
内
文
雄

二
〇
一
一
年
度
一
般
研
究
（
大
内
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

延
塚
知
道

二
〇
一
一
年
度
一
般
研
究
（
延
塚
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

村
山
保
史

二
〇
一
一
年
度
一
般
研
究
（
池
上
班
）
研
究
員
・
本
学
准
教
授

朴

英

二
〇
一
一
年
度
特
別
研
究
員
・
前
本
学
助
教

高
橋

真

二
〇
一
一
年
度
一
般
研
究
（
高
橋
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
講
師

山
本
貴
子

二
〇
一
一
年
度
一
般
研
究
（
山
本
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

脇
中

洋

二
〇
一
一
年
度
一
般
研
究
（
脇
中
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

福
田
洋
一

二
〇
一
一
年
度
一
般
研
究
（
福
田
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

山
芳
治

二
〇
一
一
年
度
一
般
研
究
（

山
班
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

岩
渕
信
明

同

研
究
員
・
本
学
教
授

関
口
敏
美

同

研
究
員
・
本
学
教
授

市
川
郁
子

同

研
究
員
・
本
学
講
師

西
沢
史
仁

二
〇
一
二
年
度
特
別
研
究
員
・
東
洋
文
庫
研
究
部
嘱
託

ロ
バ
ー
ト

Ｆ

ロ
ー
ズ

二
〇
一
一
年
度
指
定
研
究
（
国
際
仏
教
研
究
）
研
究
代
表
者
・
本
学
教
授

井
上
尚
実

同

研
究
員
・
本
学
准
教
授

マ
イ
ケ
ル

Ｊ

コ
ン
ウ
ェ
イ

同

嘱
託
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師
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